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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 ■６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 6

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2 6
開発目標 ■2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3 7
（選択） ■3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 4 11

■4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 5

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（10％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 小泉製麻株式会社 販売会社 小泉製麻株式会社 協会名 なし
会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-200010-A 事前

活用の効果

防錆塗装

近畿地方整備局 令和2年5月12日
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1-3-2.道路／付属施設

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 NEac工法
収受受付年月日 令和4年10月4日

番号：
1

登録No. 1765

平成30年1月1日

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

標識、ガードレール等の道路付属物の柱脚部に高強力不織
布を用いる防食工法

開発年

問合せ先

小泉製麻株式会社 名古屋市中区栄1－26－1

国土環境事業部
080-3288-9147

高畑　政典

078-841-9349

080-3288-9147

takahata@koizumi-jm.jp

takahata@koizumi-jm.jp

①何について何をする技術なのか?
腐食した道路付属物等の支柱基部を、高強力不織布保護樹脂含侵により防食する技術。
不織布を使用することでウェブ付き基部等、あらゆる形状に適用でき、10年以上の長期
防錆効果が期待できる。

②従来はどのような技術で対応していたのか?
防錆塗装
・道路付属物の支柱基部に発生する錆の発生や進行を抑制するために一般的に利用され
ている。

③公共工事のどこに適用できるのか?
・標識、防護柵等、あらゆる金属製道路付属物の柱脚基部の防食工

名古屋市中区栄1－26－1

国土環境事業部 078-841-9349

高畑　政典

小泉製麻株式会社

記入のポイント
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NEac工法 登録No. 1764

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

・敷設工　土木一般世話役
・塗装工　普通作業員
・養生工　普通作業員
・運搬工　普通作業員

施工要領書による自社管理基準

A-2

①下地処理(ケレン)
②接着剤の下塗り
③不織布の貼付
④接着剤の上塗り

接着剤硬化後
⑤トップコート塗布
⑥施工完了

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

・NEac工法用高強力不織布　26,000円/㎡
・NEac工法用エポキシ樹脂3㎏セット　13,200円/セット
・トップコート1.2㎏セット　4,620円/セット

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　

（　NETIS掲載　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・エポキシ樹脂およびトップコートの養生にそれぞれ半日以上必要であり、施工工数の短縮
には繋がらない。
・FRP化するとはいえ、あくまで現状の強度維持による長寿命化工法である為、腐食の進行度
合いによっては適用できない場合がある。

（長　所）
柱脚部のFRP化により、腐食の要因を阻害する事で施工箇所の強度維持を図る。
・防食したい箇所に対し、エポキシ樹脂の塗布厚安定と密着性を向上させる為の成型不織布
を使用
・不織布はエポキシ樹脂を均一に保持するのでFRP化による強度維持が可能

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　

← 

← 

← 

← 



登録No. 1764

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 6717504

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 福岡県新技術・新工法活用促進制度

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 令和4年9月7日

証明機関 証明機関

福岡県

証明範囲 証明範囲

福岡新技術・新工法ライブラリー

エポキシ樹脂、トップコートとも2液混合である事から、低温下では混合不良、また塗布時の含侵
不良が起こりやすい。その為施工時の外気温が5度を下回る、もしくは日中の外気温が10度に届か
ない事が予想される場合は、施工を避けるか工程を変更する事。

（適用できる条件）
・作業スペース：最低限作業員一人が屈めるスペースがある事。
・作業時の外気温：10度以上である事が好ましい。
・適用可能範囲：素地の厚みがあり、錆は2種ケレンまでで除去できる状態である事。

現場環境、施工箇所の形状により材料費と作業歩掛を変更する必要がある。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 NEac工法

A-3

（適用できない条件）
・作業時の外気温：施工開始時に5度を下回っているもしくは日中10度に届かない事が予想される
場合は工程を変更する。
・適用外範囲：素地に孔食があり強度維持が難しいと判断される箇所。

論文：塗料と防錆（栗山 寛 著）【添付資料③】

・柱脚サイズごとの成型済み高強力不織布の常時在庫化
どの規格の支柱をターゲットにするかを順次調査し、金型を準備するかどうかの検討に進む。

・高強力不織布の曲げ試験【添付資料①】
・トップコート促進耐候性試験【添付資料②】
※どちらも添付資料ご参考

・高強力不織布の曲げ試験【添付資料①】
・トップコート促進耐候性試験【添付資料②】
※どちらも添付資料ご参考

← 

← 

← 

← 

← 

← 



A-4

登録No. 1764

実績件数 公共機関： 20 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県袋井土木事務所 2019/4施工

内閣府沖縄総合事務局 2022/2施工

国土交通省　関東地方
整備局　横浜国道事務
所

2022/2施工

国土交通省　中部地方
整備局　飯田国道事務
所

2020/12施工

福岡県福岡県土整備事
務所

2022/5施工

山梨県北杜市役所 2021/9施工

長野市道路維持課 2021/6施工

神奈川県茅ケ崎市役所 2019/3施工

埼玉県北本県土整備事
務所

2021/3施工

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 NEac工法

工　事　名

本宿陸橋照明柱補強工事（仮称）

茅ケ崎里山公園滑り台支柱保全工
事

長野市七瀬歩道橋防護柵支柱補修
工事

6

CORINS登録No.

ｱﾒﾆﾃｨ・ﾛｰﾄﾞ事業　交通安全施設維
持修繕工事（北部）

三分一湧水公園内支柱防食工事

福田漁港防護柵補修工事（試験施
工）

令和3年度北部国道照明灯維持工
事

R2横浜国道事務所管内CCTV設備
新設他工事

荒谷地区第2新谷橋ガードレール支
柱補修工事



登録No. 1764

漁港内防護柵 有料道路併設歩道防護柵

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 NEac工法

A-5

橋脚 歩道橋防護柵

照明灯ベースプレート 照明灯柱脚


